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Introduction

私たちは、全ての仲間と手を取り合い、創出する喜びを分かち合います。

私たちは、失敗を恐れず、常にチャレンジャーであり続けます。

私たちは、お客様と誠実に向き合い、信頼される存在を目指します。

私たちは、こだわりと思いやりをもって、心地良さの実現を追求します。

私たちは、法とその精神を守り、安心・安全なものづくりを約束します。

常にお客様目線で上質な価値を創出する

ともに挑み  ともに繋ぐ

常にお客様目線で上質な価値を創出する

ともに挑み  ともに繋ぐ

経営理念

「私たちが大切にする仕事に向き合う姿勢」

存在意義

「私たちが社会において存在する意義」

2030年のありたい姿

「私たちが将来的に目指す会社の姿」

共創 × 進化 × 化学の力で
新たな価値を提供する

行動指針

理念体系 　当社は、社会や環境の課題解決に貢献することを使命とし、高度な化学技術を通じて暮らしの安全・安心
を支え続けてきました。
　このたび、改めて社会視点に立ち、自社の社会的な存在価値を探究することで、その意義を言語化した
「存在意義」を策定。経営理念とともにこの「存在意義」を軸に据え、事業活動を推進し、持続可能な未来に向
けた価値を創出していきます。

経営理念

2030年のありたい姿

化学の力で未来を創り、
技術と信頼で社会に貢献する

社会からの視点

自分からの視点

仕事に向き合う姿勢
（内部の行動指針）

存在意義

社会へ果たす役割
（外部への約束）

目指す未来の姿
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351

売上高 営業利益

2024年度

55,528

1,306

プラスチック素材に対する
コーティング材を主力製品
とし、自動車部品や家電製
品、化粧品容器、農業資材、
ホビー用品など、幅広い分
野へ製品を提供しています。 分散・混合技術により最適な配合を導き、

用途に応じた作業性・機能性・デザイン性
を兼ね備えた塗料を開発しています。

構造制御による高機能化、製品形態別
（溶液・水系・粉体）の造り分けにより多様
な樹脂材料を開発しています。

数字で見る藤倉化成

売上収益の構造

事業展開

Introduction 藤倉化成の概要

当社グループはアクリル樹脂技術を基盤に、社会の持続的成長に貢献する化学メーカーです。5つ
の事業を通じてプラスチック用塗料や建築用塗料、導電性樹脂、機能性樹脂、メディカル材料など、高
付加価値の製品を展開しています。「塗料配合技術」「樹脂合成技術」の基盤技術、そして機動力や供給
力を強みに、お客様や社会に新たな価値を提供します。1938年 1,222名連結

創業 従業員総数 総資産

売上高 自己資本比率 研究開発費率

億円連結590

億円連結555 ％連結69.3 ％連結5.2

売上高・営業利益 セグメント別売上高・売上高構成比

事業セグメント

2つの基幹技術

28,874百万円／
52.0％

6,419百万円／
11.6％

4,592百万円／
8.3％

3,968百万円／
7.1％

11,675百万円／
21.0％

コーティング

合成樹脂化成品

電子材料

塗料

コーティング事業

塗料配合技術

樹脂合成技術

樹脂材料を扱う事業で、粘着剤やプリンタト
ナー用樹脂をはじめ、成形材料、電子部品材料
など幅広い市場向けに製品を展開しています。

住宅外壁用塗料を中心に、戸建住宅の新
築物件から塗り替え（リフォーム）工事ま
で、外壁塗料を一貫して手掛けています。

塗料事業

電子材料事業

化成品事業
当社子会社である藤光樹脂が担っており、
合成樹脂事業の原料や加工製品の仕入れ
と販売を行っています。

合成樹脂事業

「ドータイト®」ブランドのも
と、ペーストや接着剤、シー
ルドなどさまざまなタイプ
の導電性樹脂材料を電気・
電子機器分野に提供してい
ます。

2025年3月31日現在
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